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　 目的 ・ 慣性骨髄性白血病 （CML ）の 治療法 と して 、　 Busulfanが一
般的に 投与 されて い

るが 、 われ われ は昭和 50年 7月よ り、 CML の バ ージ ン ケース に Dibrommanitol（DBM ）

商品名 ミ エ ブ ロ ール （杏林）を投与 し、 そ の 副作用の 予防 と免疫効果お よび ス テ ロ イ ド増

強効果を期待 して 柴苓湯 エ キ ス 顆粒 （ツ ム ラ）を併用 し、 臨床効果を検討 した 。

　対象症例 ・ CML と初診時に診断 した症例に そ の 併用療法を行 な っ た 。 症例は男 4 例 、

女 2 例 、 初発年令 は 22才か ら78才で あ り 、 今回報告する症例の 投与期間は 2年以上経過観

察 した もの に 限 っ た 。 そ の うち急性転化 し感染 もしくは出血が 直接死因 とな っ た症例は 3

例 （女 2 、男 1 ）で 、女 2例 はPhi 陽性、男例 は 4 例は陰性で あり、急性転化 して 死亡 し

た症例で は TdT 活性はす べ て 陰性で あ っ た
。

　方法 ・DBM は通常 1cap（50  ）／日を投与 し、 末梢血液像所見か ら適宜増減 した 。 また

併用 した柴苓湯 は 9g ／日分三 投与 した 。 男子 1 例 は例外 的に 1cap、中 の 粉末を 4 分 し、

乳糖 を加 えて 散剤 として 投与 した 。 そ の理由は 、 1cap／日また は隔日投与で も血小板数の

減少が著明であ っ たか らで ある。

　臨床経過 と効果 ・ DBM の 副作用として 日光過敏症 と肝機能障害が あげられ て い るが 、

全例で そ の副作用 は認め られなか っ た 。 経過 は 2年以上 の症例を選ん だ こ と は さきに の べ

たが最長生存期間 は 13年 6 カ月で あ っ た。 そ の うち女 1例は完全寛解 した期間に妊娠分娩

を経過 し 、 そ の 後約 1年無治療で 経過 して い たが あ る時期に 急激に 巨大脾腫を来す一方 、

急性転化 した。 死亡前の 骨髄像は 、 FAB 分nc　Ml で脳内出血 にて 死亡 した 。 特異な症例

と考 え られた 。 こ の 併用療法 は CML の 治療 と して 長期投与に よ る副作用は 1例も認めず、

DBM の 増減に よ り、 容易に 白血細胞お よび白血球数増加に対す る コ ン ト ロ ール が で きた
。

また 一方 自血細胞が増加 し 、 急性転化が疑われ る場合 は BHAC 、
　 Endoxa 皿 の 併用 療法を

試みて 延命効果が あ っ た と考え られた 。

　考察と結論 ・ DBM と柴苓湯の 併用療法は Busu互fan投与群 に 比 し、症例数が少な い た

め統計学的推計は で きな い が
、
Busulfan よ りも副作用は少な く、 延命効果が あ り 、 さら

に臨床応用に 適 して い ると考え られた 。
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